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1nぎまじめに

｢大学院生のための教育実践講座｣は､大学教員をめざす京都大学の大学院生に対して､教

負-の自覚的自己形成にきっかけを与えることを意図したものであり､GP プロジェクト ｢相

互研修型 FDの組織化による教育改善｣の一環として､計画されたプロジェク トである｡平成

且7年 8月 後日の第 且回､平成 且8年 8月 7日の第 2回に続き､今年度は平成 且9年 8月 3日に

第 3回目として､これまで同様に百周年時計台記念館において実施した｡昨年度の平成 且9年 望

月に､京都大学では全学的に FD研究検討委員会が発足し､今年度からはこの委員会が主催と

なったが､今年度は過渡期のため､実質的には､高等教育研究開発推進センタ一第 且部門が教

育推進部とともに実施した｡

日本の大学でも近年､WA (ティーチング ◎アシスタン ト)研修の実施例が増えてきているも

のの､このように院生を対象と･した教員を目指すための研修は､二部の大学を除いてあまり例

がなく､京都大学が教育面で社会的応答責任を果たそうとする試みの一環といえるものである｡

当日の構成は､ミニ講座､討論､ボディー ◎ワークなど合計 8つのセッションが用意され､

長時間にわたる密度の濃い研修が実施された｡全学の大学院生 3乱入が積極的に参加 し､修了式

では総長名の ｢修了証｣が授与された｡一昨年度および昨年度と同様に､この講座についての

事後アンケー トの評価は､高いものであった｡

潤-裾 企画目的

京都大学において､特色 鎧野の一環として､｢大学院生のための教育実践講座｣が企画された

理由は､以下にまとめられる｡

第 且に､京都大学は､旧帝国大学の流れを汲む長い歴史を経て､多くの分野で膨大な研究成

果を生み出してきたことからも明確なように､研究に重きを置く大学院大学である｡とくに､

近年の ｢大学院重点化｣以降は､その傾向がさらに強くなっているといえる｡ したがって､在

籍する大学院生の多くは､将来的に高等教育の教育職に従事することを目指すものが､̀かなり

の割合になる｡しかしながら､現状では､それらの人々に対する教育実践のための準備教育は､

ほとんどなされていないのが実情である｡ゆえに､この現状を改善するために本企画を実施す

ることは､京都大学がその社会的責任を果たすという点で重要になってくるのである｡

第 2に､これまで京都大学のFDでは､ほぼ毎年実施されてきた全学の教員を中心とする ｢全

学教育シンポジウム｣を除くと､全学規模の企画は存在 していなかった｡各部局で トップダウ

ンで企画される教育調査､教育評価､講演､公開授業などのプロジェク ト､私たちのセンター

が企画した公開実験授業､公開研究会､大学教育研究フォーラムなどのプロジェク トなどがあ

るにすぎなかった｡しかしながら､上記のように､昨年度から各研究科の代表者を集めた ｢FD

研究検討委員会｣が発足し､相互研修型 FEBは全学的な方向に展開されつつある｡大学院生を
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対象にした本企画は､この展開に沿うものとして重要な部分を担 うと考えられる｡

京都大学に限らないが､大学院生はこれまで教育者になるための訓練からはほとんど無縁な

ままに放置されてきた｡そして､駆け出しの研究者としての徒弟修行をある程度終えた段階で､

ある日突然､教壇に立たされる｡ただし､正確に言えば､徒弟修行の階梯を昇るにつれて､TA

などを担当することで､しだいに何らかの教育責任を担 うのが一般的であり､大学院生が教育

訓練から完全に放置されているわけではない｡しかし､このような ｢機能的な｣養成メカニズ

ムを別にすれば､大学院生は ｢意図的な｣研修からは疎外されてきたことは事実であろう｡そ

のため､一般的な大学院生が､｢意図的かつ自●覚的に｣用いることのできる教育の方法は､それ

らの院生が ｢無意図的な体験｣を通じて獲得してきた雑多な知識技術だけに限られることにな

る｡言い換えれば､自分たちが ｢教えられてきたように教える｣他はなかったと言えるだろう｡

本講座の企画は､こうした ｢放置のメカニズム｣を超えて､全学的な規模で院生の教育力の

養成をめざそうとすることにある｡教育者としての養成は､本来であれば､研究者としての養

成と括抗しうるような時間とコス トをかけてなされるべきであるかもしれない｡しかしながら､

このような体系的な養成を試みる準備態勢は､まだ明確には存在していないといえるだろう｡

そこで本講座では､大学院生が自分たち自身を教育者として自己形成していく努力に対して､

基盤 と方向付けを与えることを企図した｡

臣----語一葉施鎗背景

実は､外国においては､このような大学院生のための教育研修の先行事例が存在し､たとえ

ば､フランスのモニター制度 (夏目､2006)やアメリカのブラウン大学の大学教育認定プログ

ラム (青山､2006)などの詳細な報告がある｡とくに､アメリカでは､優れたTA-の訓練プ

ログラムを有している大学の中から､｢将来の大学教員準備 (PTePaTimgF弧もⅦTeFaCu且移)｣プ

ロジェクト (P野F)という取り組みも生まれている (和賀､望003)｡ これは､大学院生が大学

教員になるための訓練を意識 して策定されたプログラムで､｢クラスター｣という大学間あるい

は学科間などの機関で構成されるユニットをもとに活動するものである｡このP伊野は､単に大

学院生-の訓練となるだけでなく､大学教員に自らの職-の再考を促す契機 となり (和賀､

2003)､いわゆるリフレクションの役割も果たしていると言えよう｡

一方､日本では､大学院重点化が進行して時が経っているにも関わらず､まだこのような取

り組みは､あまり実施されていない｡そのような中で､京都大学と同時期から名古屋大学の高

等教育研究センターが ｢大学教員準備プログラム｣という名前で､大学院生 (およびTA)を対

象 とした取り組みを毎年実施 している(鮎もp://www｡cS払e｡magOya湖｡aC.jp/seTVice/観s_pg｡弘もm且)0

このプログラムは､｢授業デザイン入門｣､｢大学教授法入門上 ｢大学生の発達学習論｣の 3つで

構成され､大学生の人格形成からシラバスの書き方まで､多様な トピックできわめて実践的な

内容となっている｡京都大学と名古屋大学のそれぞれのプロジェク トは､企画内容や実施 形 態

に違いはあるものの､同じような対象者に､類似した企画が､同時期から実施され始めたこと

には重要な意義があるといえるだろう｡

また､大学教員を目指すという方向性は弱まるものの､WA 研修自体も､愛媛大学の ｢新任

TA研修会｣(h噸 ://we鮎｡opaT◎eぬime欄｡ac｡3.茎班a盤emSy覗_弧絶息yo弧泡もm)や琉球大学の ｢TA⑳大学
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趨 舶/s弧eWSis弧eWS_望且.甑もm且)といっ た 取 り 組 みのように､多くの大学で､大学院生を対象とし

た 様 府 な 試みが広まってきている｡

こ れ ま で の大学教育の改善は､ 現 職 の 大 学教員を対象とする活動が中心であり､長期的な視

点 に 立 ち ､ 大 学教員を準備 しよ う と す る視点が存在 しない (和賀､2003)という指摘や､これ

ま で の 田本の WA制度は､将来教員 になるための トレーニングの機会となっているかは不透明

(e将｡,河井､望000;吉良､望005;北野､2003)といった指摘もあったが､上記のような各大学

の取 り組みや京都大学め取 り組みなどによって､近年はこうした指摘を乗 り越える活動が展開

されてきていると言えるだろう｡野EBの前段階を形成する ｢プレ野E3｣の導入が積極的に行われ

るようになってきたのである｡

さて､本講座は冒頭でも述べたとおり､｢相互研修型 厨EBの組織化｣をめざすプロジェク トの

枠内にある｡ したがって､この ｢研修｣も伝達講習ではなく､由己研修､相互研修 としてなさ

れることになる｡具体的には､本講座では､｢ミニ講義｣と ｢ディスカッション｣とを一つのユ

ニットとする基本的構成を取ることにした｡すなわち､一方通行の講義を受講生たちの集団的

な自省とつなぐことを意図した｡さらに､教育者としての由己形成を､単に頭の中のレベルで

行 うだけではなく､知的 ⑳意志的な形成を支えるべき身体性のレベルでも行 うようになること

をめざした｡そのために､ボディー ◎ワークを､セッションに組み入れた｡これまでの年度で

は､このような研修の意図や構成は､院生の事後評価や反省会での議論などを見る限り､かな

り肯 定 的 に 受け容れられた｡ したがって､今年度も､基本的にこれまでと同じ枠組みで進める

ことにした｡

望｡ 実 施 概 要

喜 圭 告-;:_i凝Il

,II･:二･7早 さ工 ≡lT-I?(金) 工::･･:～::_･3:3,二;

寿二号

今回実施された講座-の最終的な参加者は 3且名 (男性 且冒名､女性 且趨名)であった｡理系

と文系に分けた上で､その内訳の詳細を表 且に示す｡なお､事前申込の段階では 36名 (男性

望乱名､女性 且5名)であった｡

責法会菩

京都大学百周年時計台記念館 望欝 (3分割された国際交流ホールの望部屋 と､小 ⑳中会議室を

3部屋使用 した)

夢魔田費済

望タ000円 (ランチ ◎終了パ ー テ ィ代 を含む｡当日､受付で徴収).

音定=㍉二:::i-ナ∴

資料 且を参照｡ ミニ講義の内容は､資料 3を参照｡
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喪 ~≡i 轟卸せ:i･,,:pF:I;:-･薄さ

理系 (且6名) 文系 組5名)

部局 人数 課程 部局 人数 課程

理学研究科

医学研究科

農学研究科

工学研究科

エネルギ-科学

研究科

アジア ⑳アフリカ

地域研究研究科

生命科学研究科

地球環境学堂

::_ 単 二'_

I. 草 =:

後 修 3i博 胤

ご 修 二._:::卓T･･.

二;.. 華 コ.I_

三 幸一三､主,

且 博 且

二._ 嫁 二L

東学研究科

教育学研究科

経済学研究科

人間環境学研究科

その他

.?; 畢与.

3 修 望/博 息

:二･. 薄 ‡二

冒 修 3/博 魂

a

∴言､I---/L;-:-il:Il.:.;tl.=しミニ

本講座では､院生同士のディスカッションの場を望回設けている｡第望固までは､教育 ⑳研

究に対する文化的背景が異なることを考慮 し､理系と文系を分けて構成した｡しか し 馬 第 且回

と第 望回の事後アンケ- トの毎由記述で､文系と理系を混ぜてグル-プを構成 し て ほ し い とい

う意見が多かった｡そこで､本年度のグル- プ 構 成 は ､理系と文系を意図的に混 合 し た｡さら

に､同一研究科の参加者が 且つのグル-プに か た ま ら ないよ う に した ｡ 当 馴ま欠席者がいたた

め､ダル-プ 息が 且且名､グル-プ 盟が9名 ､ グ ループ 3が 温風 名 で あ っ た ｡各グル-プに､セ

ンタ-の教員が 且名ずつフアシリテ-タ-として入 り､議論 の 進 行 を コ - ディネ- トした｡

I:::I.:藩甘-':.:十 一･二､I:･･ノ:膏圭-:I.

本講座を実施するにあたり､あらかじめ参加希望者に事前アンケ- トを郵送 し､回答をお願

いした｡これは､参加を希望する学生がどのような経緯で本講座を知 り､どのような動機や期

待を抱いているのか と いった点を把握すること､およびグル-プに分かれてディスカッション

を行 う際のグループ分けの判断材料とすることを目的として行った｡質問事項は､基本的 に こ

れまでの望回とほぼ同様のものとした｡回答者は､参加希望者 36名甲29名であった｡

･i･-∴ .1二吉宗蓮;if--tI-tIl･:.1萱.吾､r:r:･'IL･:I･∴:::-.･1.I:::;-:::丁･予

まず､間 ＼乳として､どのようにして本講座を知ったのかとい うことについて調べるために､

｢この講座のことをどのようにして知 りましたか? (あてはまるものの番号をすべて○で囲ん

で下さい)｣という質問を行い､表 飢こある冒項目を選択肢として設けた｡

昨年度は､①と②とい ういずれも教員から知らされたものの割合が高く､両者を足すと趨割

近くであったが､今年度は低かった｡その代わりに､④の大学の H野から情報を得た人の割合
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が今年度は高く､広報活動が有益だったことを表すといえるかもしれない｡ただし､今年度は

高等教育研究開発推進センターのHPまでアクセスして､情報を得たものはいなかった｡

泰歪 講座を知ったきっかけ (N=慧･9)

項目 人数(名) 割合(%)

①指導教官から 2 6.9

②その他の教員から 且 3｡4

③友人から

④大学のHPで

⑤センターのHPで

⑥掲示板で

⑦その他

4 且3.8

13 44.8

0 0
5 117.2

6 20.'7

≡-･去,dT,Jp'r:学で音数育章蚤 と量貴へ毒志望欝濃食い

次に､大学での教育経験と教員-の志望の度合いを調べるため､問 望で ｢大学での教育経験

があるか?｣､問 3で ｢大学教員にどの程度なりたいか?｣を尋ねた｡

問盟の ｢大学での教育経験があるか?｣については､｢なし｣が 乱3人､｢TA｣が 且5人 (そ

の経験年数の平均は､且｡趨冒年)､｢非常勤講師｣ が 後人 (その経験年数の平均は､0.75年)で

あった｡｢TAJと ｢非常勤講師｣の両方と答えた人が 3人いた｡教育経験はないか､あっても

TAが多数であった｡

間3の ｢大学教員にどの程度なりたいか?｣については､｢強く希望している｣が 且2人､｢希

望している｣が9人､｢まだわからない｣が冒人､｢特に希望していない｣が 乱入であった｡本

講座に参加の希望をしたことからもわかるように､大学教員になりたいと考えている参加者が

多かった｡

詔 - 詔 書 本講座⑳受講動機

問複では､本講座を受講しようと思った動機について､｢どうして､この講座を受講しようと

思いましたか?｣という質問のもと､自由記述で回答を求めた｡その結果を表 3に示す｡

全体的な傾向として､研究科の違いに関わらず､(且)何らかの形で自分たちがこれから大学

教員として教育を施す場面に遭遇するということ､(2)それは研究とは違った知識やスキルが

必要であるということ､(3)そういうこと (主として Teac払i喝 の側面)について､しっかり

と考えてみる機会としたいこと､などがあげられていた｡

R/:{::p--1冬. 轟 講 義 へ 鈴鷲籍

さらに､本講座に対してどのような期待を有しているのかについて､｢この講座にどんなこと

を期待していますか?｣という質問のもと､自由記述で回答を求めた｡その結果を表 射こ示す｡
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ミニ講義竃は､3電撃-ボイン睦だけ習な宅､露髄を使った講義などを周意』､講演者由らが､東学でだう教えるかにC3
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まだ教える学生釣♭鵡捗と(京衆生程度に?)高≪想定』すぎ等いる気がする｡

①ゆとりある鼠争彰ユ-捗を｡②荷物を置らちでおける場所騎確保｡身鰻に活動できるように｡
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理系性文系をわけずにゲル-プに呆れた釣は句多様な意見を閣≪ことが出来て良かったと思う鈎でも次回もそのよう
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修士と博葱では授業碍教授法華授業評価に封じ等異なる印象を掃って』もたように感じた.進学希望驚ならも修悪戯
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泉田環 修 ま 限られた時間の車で､実りあるご講義等､有り難うご凱 噌 W=o

Å雷環 ＼修 ま 楽しかったですO
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個Å情報鈎保護釣ためも参加者めermai臆 ど碍情報交換がままなら魁 噸 況は分かり富すが､鼎体的な場所､プ田
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鼠争彰孟-捗が嚢宵睦o受講生が少なかったが広報不足または教員鈎まきこみ院生鵡鈎動機づけが全学的にうま≪
驚き等払馬なじものかも.(図書館の講習会も閉じ問題をかか見習いますが- )

--i_'!○-



嚢 篠 講 座 鞠 ◎ 期 待 に 関 す る 由 疲 記 述 は 9名 車 望8名 が 回 答 ∋

所 属 部 局 課 程 記 述 内容

理 学

学

学

学

学

匠

医

農

農

博 士
大学教育についての基本的な考え方を教えていただきたいと思うのと同時に､いろいろな分野の人が集まるの
で､分野横断的な新しい教育への下地のようなものが得られると嬉しいと考えてもちますo

博 皇 京都大学の大学教育の理念などを具体的な例を通して学べること

博 悪 他学部の人との交流｡指導する際の心構え

修 ま 鹿ン嚢-教員から授業の内容(新たな知見が得られるかも).ディス効ッションでの挙りとりo

①"教育"に関する新たな知見を得たい｡自分の考え方の枠を押し拡 げたい.②"教育"を考える事を通じて､我
修 ま が身を振り返りさらなる向丘を目指したい｡③京大の教育母体(?)である高等教育研究開発推進せン撃-の

方々がそのような''教育"をされるのか､とても楽しみにしていますO!響

教育の見直しがさけばれる現代にあって､今､何が望まれているのか､今､何が問題なのか､そして今必要な
修 ま 教員像とはどのようなものか.榛考な意見に触れると共に､私自信が｢人に何かを残したい伝えたい｣という思

いから､大学に残りたいと考えている現状を､また別 の角度から見つめ直す機会となれば､と思っています.

農 学 博 士

工 学 修 士

二 軍 博 士

エネ圭言ぎ- 博 士

アジア ロ

デフ黒 コ

アジア 〔

A/Tフ圭:::

生命 博 恵

地球環境学舎 修 ま

文学 苦 土:

7L-･=軍 港 =:I

文学 博 堂

崇 守学 壌 ゴ::

教育学 修 ま

Ii:::空.;T商学 薄 =l=

経済学 憾 ま

ぬ国環 修ま

∴･:漂 藩二二

∴･.葦 宜三=

泉田環 博 童

∴㍉茸 音 L:-::-

∴専ミ 学 士

そ●●･･7::I.?iI.

①大学教員に求められるものが明らかになる.②大学の教員を目指す他の受講者の方夜が､大学の授業に
ついてどのように考えておられるのかが知れるo

大学教育に関係あるすべてが集まって本音卜- タ が 出来たら良いと思います.そのために集まる人の立場の
違摘 まあれど全員撃メ語で話しが出来たらと 思 い ま す o後は最初にアイスブレークゲームなんかが出来ると良
いのではないかと思いますo後はそれぞれの A が 独 自 の理想の教育について､さまざまな角度から切り込んで
行き､有意義な時間になれば良いと思います .

大学教育に携わる人に向けて､教職課程の よ う な 東 学 教 育向けの授業もしくは講座へと広がっていくことを期
待する｡

全国の大学では､革学教員として､教育者の視点に立った養成についてのプmグラムはほとんど存在していな
かったといっても過言ではない｡今回で3回目となるが､研究分野で多くの成果を残している京都大学が､教育
者としての質の向よを目指して､その卵である大学院生にこのようなプログラムを実施することは大きな意味が
ある.京都東学は優れた研究者は数多く輩出してきたが､併せて､教育者としても優れた人材が生まれてくる
のに欠くことのできない講座になってほしい｡

大学院で学ぶ嫁夜な分野の学生との交流｡

大学教育に対する由分の意識を高める蟻となることと､他研究科の院生とのネットワ-夕形成のきっかけとなる
ことを期待している｡

具体的な教授法等､抽象的にならない有意義なディス劫ッジョンo

京都大学が､大学教育をどう考えているか､田本全体が健界の率で高等教育をどのような方向ですすめていく
つもりなのかを知りたらも.由鎗由身のスキル向息､異なる視点を得たいo

問埠で書bW=ことの実現

できるだけ具体的であってほしい｡京都東学という鳩の特殊性に依存しない話であってほしい｡(になっで)

専門性と館かり肇すさとの両立(をどう東学の授業で実践するか)

①同じ意志(研究者志望)を持った間健代の仲間との交流｡②東学で釣研究昏教育め兼ね合い碍仕方O
③教育者として碍資質向息.④驚チ戒-彰ヨンアップ 雪辱

問各の①と②が達成されるよう､榛夜な研究科学年の方とお話出来ればと思ってむも潰す｡

田頃なかなか話す機会のない他分野◎方たちと共通のテ-苛について意見交換を出来ればと思いますo

学生にとって有意義な講義の事例紹介.教育者にとって読んでおいた方が汲む滝本の紹介｡

①同じ興味を持つ者閣皇◎東学教育に関する議論O②薬際に東学で授業をされた方の意見ア匡バイス.
③研究職につく革め鈎情報◎竜co

どんな実践方法があるのか?期待しております｡

理論だけでな宅､実践釣方が焦点をあてることO

何か新しいことに気づ≪ことができる鈴ではないか?と期待しており窓す｡

問埠で考えておりますことの､まず基本的な内容から学び､今後翰由鎗由身の研 め礎になることを期待しでお
ります.

葦に岩音'J',こいないが_!~:.lr;iill'Iで誌･:/-TTj･:?:i二 と∴､モ(さ:.;.:･､:･i･::,-:-:I)∴-:rまご干'∴干∴.;L.I,1号条]'･･/:1.･:'=!･■.

学生と戯接し方も伝えるためめ効果的な話し藷などが凝りた転も｡また､受講生の霜たちが東学で教えると』馬うこ
と:l=~二:,I:了て･:･ブラ志.I_;て:∴･:i,.･:･-:ゴ∴.菜園..禁漁壬二てみた:/O
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全体の傾向として､(1)_大学教育に関する関心や､どのように進められるべきなのかといっ

た ｢大学教育に関する情報 ◎知識｣の獲得､(2)大学での授業を具体的にどのように進めてい

くことが望ましいのかといった ｢授業方法に関する知識｣の獲得､(3)他の大学院生の意見を

知 りたい､ディスカッションを通じて意見交換し問題意識を共有するといった ｢関係づくり｣､

などがあげられていた｡具体的な授業方法に関するノウハウ的なものを求める院生も存在した｡

猷 事後L--76%&h餅ユニ-1欄 の結果

本講座を実施直後に､今後の改善につなげるために事後アンケー トを実施した｡参加満足度

や各プログラムに対する有意義度および改善すべき点について､評定と自由記述をもとに構成

した｡質問事項は､基本的に昨年度とほぼ同様のものとした｡

埠､- 預 ｡ 奉講座⑳全体的な満足鹿

本講座の全体的な満足度について､｢本研修-の参加満足度は全般的にどのようなものです

か｣という質問に対し､｢5｡非常に満足している｣から rl｡まったく満足していない｣までの

5段階で評定を行った｡その結果を図 且に示す｡参加者全員が､｢5｡非常に満足している｣ま

たは ｢乳 まあまあ満足している｣のいずれかであり､本講座に対しかなりの満足感を抱いても

らえた｡なお､平均得点も4.76(昨年度は魂｡53､一昨年度は4｡40)と非常に高かった｡タイ ト

なスケジュ-ルであったにも関わらず､参加した院生からは高い評価が得られた｡

3.どちらとも言えな
い
0%

2.あまり満足なし
0%

上まったく満足なし
0%

5.非常に満足
77%

図頂 奉読座す≡封ず る 満 足 度

確 - 空 色 寒講座⑳満足度を規定ずる要因

評定値から見た本講座の満足度は非常に高いものであったが､以下では､それを規定する要

因 (理由)について､自由記述をもとに見てみる (表 5を参照)｡
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衰 5 参 加 満 足 度 の 理 由 に 関 す る 畠 由 記 述 (参加者3且名車30 名 が 回 答 )

所属部 局 課 程 記述内容

理学

医学

医学

農学

農学

農学

農学

工学

工学

工学

エネルギ-

アジア匂
アフリカ

アジア匂

アフリカ
アジアG

アプリカ

生 命

地球環境学舎

文学

文学

文学

教育学

教育学

教育学

経潰学

経済学

A匂曙

Aを環

永 由環

博 士

博 士

博士

修士

修士

修士

博士

もう少しディスカッションの時間がとれればもっと良かったと思います.他の点では今後大学教員を目指す上で大きなヒ
ントになったと思い､満足しています｡

内容が濃くて良かったが､1つ1つのセッションにもう少し時間を取ってもよいのではないかと感じた｡

非常に様々な観点から議論が出来た｡何よりも他学部の専攻のことが聞けたことは有意義であった｡次年度は同級生
や後輩に勧めたいと思う｡

第2回目とは､また遮った(というよりも全く遮っていたといっていい)ディスカッション､全体討論におけるコメントが出来
たから｡

様々な研究科から集まったメンバーの多様性が面白かった｡またそれがグループディスカッションのおもしろさへとつな
がったと思う｡

様々な意見を交わすなかで､改めて私の考え方を見直す機会や､大学の考え方などを認知する機会をいただきまし
た｡改めて自分が今後どうやっていくか気持ちを更に高めていきたいと考えております｡

他の研究科の方を含め､授業に対する様々な意見が開けて良かった｡良い授業の方法論がいくつか学べて良かった｡
普段はこういった教育に関することが学べないので､良い機会だった0

立場の適う人とガ予で意見交換できたことが嬉しかった｡ここに参加している人達はみんな教育に対して信念を持って

修士 いて､それがぶつかり合う事によって議論が深まったと思う｡こういう機会をもっと沢山設けていくと､大学の教育も面白
くなるのではないかと思った｡

博 士 慧警諾 畏憲 bTh禁 認 諾 ㌶ 讐 孟妄語 言語 藷 富男認 諾 莞 慧LB%T=憲 .慧 孟 冨雷u賢 二とこれ

博 士 田常の研究生活とは質の適う議 論ができた｡異分野からの意見が新鮮だった.

博 士 大学での教育を真剣 に考えている仲間と集中的に議論できたことが､薬に良かった｡

一田だけでは時間が足りませんでしたOまだまだ議論したいことがあったのですが､それを行うことができませんでし

博 士 た｡一方で､それ以外は､とても充実した時間を過ごすことができました｡参加者のみなさんは切れ者で､機転がきき､
また深い知見を搾っていましたO教育に対する熱意にもあふれ､将来､教える立場になった時が楽しみですoT

博 士

博 士

博士

修士

博士

毒 づ=

･;専±

修 二±

修 士

博 士

博 士

博 士

修士

修 士

薄 士

Å匂環 博 史

Å B環 博 史

その他

1,他分野の院生との交流の機会となり､様々な意見を聞くことで視野が広がった｡2,学生の視点だけでなく､教師の
視点からみることで､現状の課題を多面的に捉えることができた.

時間的に非常にシビアであったが､その方がエッセンスを学べるような気がしたため｡又､他研究科の院生や先生方の
話を聞き､｢教える｣ということについて､新たな発見と今まで考えていたことの再確認ができたため.

他大学院生との交流､特に文化系の方々との交流ではカルチャーショックを受けるとともに､有意量なディスカッション
をすることが出来たので｡

アイスブレーキング､ボディーワーク､昼食など身体感覚を活発化させるプログラム構成がよかった

大学で教える上で何を大事にすべきか､寧がかりが得られたように思います｡ゲル-プ討論で出てきた様々な意見が
特に有益でした｡

久々に高等教育論的なことを学び､7年前と変わらない部分､新しい情報のあった部分､私の立場が院生に変わったた
めに詳しかったり受け取り方が変わった部分があって､非常に勉強になって良かった｡時間が短かったのがやや残念と

いえば残念でした｡院生向けに､2,3日和 †た集中講義やサマースクールがあってもいいと思いますO

松下先生のミニ講義が､非常勤で抱いていた疑問を氷解させてくれる有意義なものだった｡ディスカッションは､はじめ
はあらぬ方向へ進んでいるのではないかという気がしたが､最後にうまくまとまったので､総合的に満足している｡

様々な内容弓舌勤が盛りたくさんで､充実していた.ただ､一つ一つを深めきれなかったのが残念です01田で終わってし
まうのが､もったいない｡3臣ヨ間くらいの時間が欲しいO

どんな大学の授業がしたいかということが､講義のみならず参加者とのグループ討論などを通じて毎分でイメージ出来
ました.他の研究科の人と話ができ､自分とは異なる視点を知ることができたのがおもしろかっ た ですo

他研究科の院生と共通のテーマでディスカッションをしたり､コミニュケ-ションができたので0

本プ田グラムに参加する事で教えるという事のモチベーションが高蒙りましたoありがとうございました.

楽しかったため｡"薬周的"な講義としては､学生の興味をひきつけるTipsやhow 忠Oなどの列挙があるとよいなという気
持ちはあります｡議論が活発で楽しかったです｡

グループ討論年全体討論8ミニ講義匂ボディーワークともにとても有意義でした.ただ､それ故にもう少し時間があればな
あと思ってしまいました｡でも､これだけの短時間でいろんな議論が､出来､たくさんの経験談が開けたのは､本当にす
ぼらしかったです.ありがとうございました.

様々な気付きを得ることができた｡そして現在教育が直面している課題問題点等がわかったO参加学生の熱い思いが
感じられ､教育に対する将来性に希望が持てた｡

グループディスカッションが建設的で実りの多いものだった0日頃ゼネレーション申ギャップに悩んでいるのですが､今田
は余り感じず､むしろ若い人達の前向きな姿勢がとても心地良かった｡ボディーワークも意外な程後味良く､こういうマ
ジックならひっかかってもいいかな-杏と思った.(ン?)

参加者の目から見ると二本のプログラムはおもしろくて､心を暖める雰囲気で大成功でした.努力の甲斐があってスタッ
フのみなさんは成功しました｡

時間的にもう少し余裕があると良かったです.これが-泊で二日間の講座になると(参加出来ない人bも出てくるだろう
し難しいところですが､なんとかならないのでしょうかoもう少し色々なテーマを討論出来ても良かったと思いますo

目的は果たされたと思う｡受講生の驚チベーションの高さに驚き､ディスカッションも中身が濃く非常に有意義だった｡
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全体的な傾向として､(i)院生や教員からさまざまな意見や考え方を聞くことができたとい

うこと､(2)大学教育の現状について知ることが出来たということ､などがあげられていた｡

これらのことは､事前アンケー トの受講動機や期待することで書かれていたことに基本的に

対応 していることから､高い満足度に現れたと考えられる｡

埠---凱 蚤プ田グラムに対する有意義度

次に､本講座で施行されたプログラムに対する有意義度について､｢プログラムについてどの

程度有意義であったか､お答え下さい｣という質問のもとに､(1)グループ討論､(盟)ミニ講

義､(3)ボディー ◎ワークの 3つのプログラムそれぞれについて､｢5｡非常に有意義だった｣

から ｢且｡まったく有意義ではなかった｣までの5段階で評定してもらった｡

まず､｢グループ討論｣は､評定値の平均は4｡閃 (昨年度は4｡68､-昨年度は4｡42)とたい

-ん高い値であった｡このプログラムでは､自由度を意図的に高めて､ある程度の議論の広が

りが予想される大きなテーマのもと､2度に分けて､参加者の院生同士で議論してもらったが､

グループリーダーやフアシリテ一夕-がうまく機能したことも一因として考えられるであろう｡

また､理系と文系を混ぜてグループを構成したことも､好評だった要因と考えられる｡

非常に有意義
77%

粍望 gt-ダ飽一一--;･ぎ討論tj鉛智恵轟度

次に､｢ミニ講義｣ は､評定値の平均は4｡44(昨年度は4｡4冒､一昨年度は壇｡58)と高い値を

示した｡ミニ講義では､センターの教員による ｢大学の授業｣と題された講義 望つと ｢大学で

教えるために｣と題された講義 且つの計 3つが実施された｡それぞれで大学の現状やシステム､

これから大学教員として必要となることなどが簡潔に提示された｡大学院生にとって､大学の

実情や大学教育の課題など､関心はかなりの程度ありながらもなかなか茸にすることのないよ

うな情報を得られたことが､高い有意義度に現れているものと思われる｡
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2.あまり有恵轟でな
い

0% 1.まったく有意義で
ない
0%

5.非常に有意轟
55%

乳まあまあ有意義
35%

要 吉 ｢ミニ軒語二g:I,<7-''-;:烹票京

最後に､｢ボディー ⑳ワ-ク｣は､評定値の平均は叡53(昨年度は逢｡望且､一昨年度は3｡9趨)

と飛躍的に高まった｡このプログラムは､2時間ほど周意され､身体を使って ｢相手を信頼す

ることの大切さ｣など､教員としての資質の基底ともなる要素について学ぶことが企図されて

いた｡昨年度まで低かった評価が飛躍的に高まったのは､本講座 とボディー ◎ワークとの関連

性や位置づけが明確に参加者に伝わったことが大きな原因と考えられる｡

貰 ･:こ! ｢ボ ーテ ィ--‥･';.･:.-｢-･:;.:∴ff.:･,有畜童孟宗

十一一1･･{･,午 :i:-･i,.･I:'･:工事二,I:陶.I.:-::'･I,-:

続いて､来年度に向けての改善-の資料として､｢今後に向けて改善した方がいいと思われる

点があ.りましたら､由由にお書き下さい｣という質問を設け､由由記述による回答を求めた｡

その結果を表 6に示す｡
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嚢 6 今 後 ⑳ 改 善 盛 夢三関 ず る 由 由 記 述 藍参 魔田密 語且名 金 殿 が 囲 答 》

所属 部 薦 課程

理 学 博 皇

較尊 卑 ヤ

記 述 内容

申し込みをした後､メ-捗で返事が頂けると嘩し込みが通ったことが早く分かって有り難かったかなと思b増 す.

討論はもっと農≪てもよじもかと思います.修了証のタス♂尊等-創意解像度の高じもものを使ってほしいですo

;●LI.:～千::I:.==喜.生!:i:＼巨l:十･丁-ば∴･;I:せ りやす･:t鉦;'f,L;.;-,･･:∴肝要を;J';,/.I-,Ull:lFI∴ただ巨･I,tI･.豆思;∴ますoI:;I.iTJI::.{十二-=-草t,:lj:J'(,已.生雪も
気軽に話しかけ等≪だきり､昼食時も活発に討論出来たと思います｡p.3で個Å釣所属等のところになぜ分けようと
思ったのかことにもう動機があれば､-竃の参考になると思った｡(事前でヂおケ-紅を取っておられるも釣をせっか≪
:;-.::ち番轟音に‥:'=.:巨 ::.-LIL.:(-.こ転:..I.kい､-:i:養い.･-I.:I::し●･)

品 ::;-I;甘'･::･]'t.了I-;:一十 -工∴-･十烏与;.!i;I.:宮貴il.(･:I:;･-,=こIf.-,i:::-,:./.:.'::I:･∴､･工､∴̀'･十･.､工壬豆､･T:･:'･./..:1:.;:I.･あ∴ 羊･･-･言.(.'J･'.!i:L.≡阜;L･'-.:～.･
註u]滝 F/･巨tIi=-I:L'::'L:.,.昌圭.:.::.+:J.I:lJ.3.5号[=責苦して'}I:た.･::･ミ-=撃･-1た.ト.･i.畏三宝ミ､.た.O)

･ヾ十 -:::!l.=.:ご.I;㍗,.:,I:こ-･∵･.:I/::::+･tI:r痘iiicjがもつ::･';t･;･7:I...lE:'卜rh.!l-I.O≡膏-:::'':･.I:-/I:/{-I/'t:.:.･L･燕車意 二.:jn t'p:I:杏::･I.III;議書--;･r:I.Ifi'.Ill.:-'l:;.I::;:･7.,I::.I.十
二.:i!･,.:.;'､∴十 :::･-.･'･･:.:･!亘:::I"p--r･AJ;.;:是非亡:三豆真滝iIll:!:''!:11･/:･:三碧-:･た.二'､●了一･<;:.-i:i.:I.'･..::i;.I.1十十--‥十･弓ご十手0

時間が嚢イ巨すぎましたね- 箕Oそれが狙いな釣を理解は』もた』窓すが､蓋二講義はゆっ≪闇と余裕をもっ竃お聴き
lJ.･･'.L二:.郡･･･二::た､工-:さですo+::::I.i.･芯 i-･ji:i:tJ;Lと∴:I:':ざi･三宝;../]･:-:A,,

①ゲル-プ討論碍時間をもう少し農≪する.②講轟はまとめで争った霜が盈』も鈎ではなじ亀かと思う｡(たとえば最初
に)③希望とし管は革に何回かも講座があれば良いと思う｡
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-田で行う釣は短すぎる.もっと回数を増車す戒き.

全体でめ討論時間を増やし竃もよ払ものではなかろうか｡
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まだ教える学生の♭武捗と(京大生程度に?)高≪想定』すぎて』もる気がする｡

①ゆとりあるスケ撃且-捗を.(診荷物を置いておける場所の確保.身軽に活動できるようにO

ギ-:;I:'･(--‥-:･3-十藩 I-::三･こ.:4:'t.かっ.た:::;ですが∴巨..長くi.;.::,I,ド,まLlip-:_0･T,.ご､.裏､･‥:..':〆.:I/:::･:''･7_:立童 謡汁:i(::T:･;5寓:･一･:･:-::lに:.(.:工 工丹t.<･A/.::二-.I
い)回してト:.:':･I.:I:-:.～/i･たら.二..g:/･-=J::I./･-:A::.o

理系B文系をわけずにダ捗-プに呆れたのは､多様な意見を間≪ことが出来て良かったと思うので卑次回もそ釣よう
にliL.::Ll:･t3/･･-:I::I:言二､∴∴､?一'(黒こ:,i;.':;_.A:辛...よ/i:!l:./･･

;∴-::･i=;:./I(I::JlR音i'-<'･.::.ii･･li言責鳥と:'I.i.1.I:-ミ音十 .:'L:;''･i閥 なl.せ L:･･:.封･-まT..,i'!･'?･闇 抽 ::I:'豆二宮-:･:'::ご･:-･∴-I-･∴(:)講i;:I--I:.(≡)-.;-=:-･;l喜ilL;;,l'.:h:･::;i:,:･L
汗畏-′j:'･.:tl.I-cl;..!･･.:i:;:.･･:)'.T･:p･･t.;I:す｡

修士と博士では授業の教授法事授業評価に対して異なる印象を掃っていたように感じた｡進学希望でならも修まの
参加i::'･:塗説的な二号∵･∴ tfI::嘉まな;/I::喝を.:.;ll::.:,I:!tl;;･.:･･-)･If:./t･:1(･･.干､参_.焼きを慎ミ最L:I::L十 't:'こ:.:.よ.し'･-'p:二:-･tJ':･C:-∵';=T:I/A･:I-'':-:I::"畏･･_･{:::･.二o甘 ､./'･IJ:,:.
変楽しく､リブ♭ツシュできる良にも機会でしたOありがとうござと増 す.事前アンケ-闘孟メ-捗闇であればよかった習
す｡

太陰環 修 ま 難しいとは恩に噌 すが､もう少し討論69時間を頂けたらなという印象は受け薯』た｡

鹿野環 修 ま 限られた時間の率で､実りあるご講義等､有り難うございました｡

泉℡環 修 ま 楽しかったですo

泉噂環 博 童 もう少し時間が農≪でもいい(ケ匡- 色､腹iも分目がm ものかナ管とも恩』もますo)

泉匂環 博 童 ボディーワ-創意研修のr構成要素｣として､とても大事だと思いますが､時間的には割合農かった管すo

::.:～･烹 耳 意.I:

そこ.;:,守圭

個Å情報の保護翰ため､参加者めe一ma滝 ど釣情報交換がままならならも状況は館かりますが､鼎体的な場所%プ田
ダなどでつながりのつづけられる喝があると良いのではなじもでしょうか.

スケがエールが嚢イ巨.受講生が少なかったが広報不足または教員のまきこみ院生鴨の動機づけが全学的にうま≪
できていないのかも｡(図書館の講習会も同じ問題をかか見てに噌 すが- )
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全体的な傾向として､(且)且日では詰め込みすぎで､プログラムをもう少しゆったりと組ん

で欲しい､移動 ◎休憩時間が欲しいなど､｢時間配分｣に関する点､(盟)技術的 ◎スキル的なこ

とについて教えて欲しいなど､｢授業方法｣に関する点､(3)文系と理系を混ぜてグループを作

って欲しい､全体討議で議論がかみ合わないなど､｢グループ構成｣に関する点､(4)ボディ ◎

ワークの意義についての疑問など､｢テーマ設定｣に関する点､などがあげられていた｡

これらは､これまでの本講座の実施後にも挙げられていた点が含まれ､どれも検討するに値

するものばかりである｡今年度は改善した点もあったが､来年度は､さらに改善していく余地

があるだろう｡

弓_3年間取比較

最後に､この 3年間の変化をいくつかの観点に絞って見てみよう｡まず､参加者であるが､

第 且回目が 36人､第 2回目が 且9名､第 3回が 3且人であった｡毎年､定員 60人として募集

をしているのであるが､過去 3回とも定員には満たなかった｡｢3一息｡本講座を知ったきっかけ｣

でも述べたように､昨年度は教員から知らされたものの割合が高かった｡今年度は京都大学の

HP を見て参加 したものの割合が増えており､参加者が増えたことから､広報が一定の効果を

得たことがわかるが､高等教育研究開発推進センターのHp-のアクセスではないため､まだ

広報に改善の余地があるだろう｡参加者の顔ぶれは､毎回､多様な研究科から集まっており､

ふだんは交流が難しいと考えられるため､有意義な討論の場となっていると思われる｡

褒 習 夢魔田者⑳所属⑳臆敏

研究科名
第且回 (望⑬⑬5年 ) 第望回 (望⑬⑳6年) 第3回 (望⑳⑬7年)

修 博 P D 他 計 修 博 PD他 計 修 博 PD 他 計

理学研究科

医学研究科

薬学研究科

農学研究科

工学研究科

理系 エネルギー科学研究科

アジア ⑳アフリカ地域研究研究科

生命科学研究科

地球環境学堂

その他_ ____- _ -~ ~~
計

文学研究科

教育学研究科

経済学研究科

文系 法学研究科

人間 ◎環境学研究科

その他

計
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次に､事後アンケー トの閉 息の満足度および閣盟の有意義度 の評定値 を､年度ごとに､セッ

ションに分けてまとめたものを図5に示す (r全 体 ｣は満 足度 タ｢ダル- プ討論 ｣ ｢ミニ講 義 ｣ ｢ボ

ディ- ⑳ワ-夕｣はそれぞれの有意義度を表す )｡厳 密 には､満足度と有意義度 は 同 じこ と を問

うているわけではないので鴨且つの図にまとめ て しま うのは問題があるかもしれ ない が ､ 変 化

をわかり脅すくするため､ここではまとめた｡

満足度および有意義度の評定値を従属変数 と して 句年度 3 (望005年､盟の06年､望鍼冒年;被

験者閣)×セッション趨(ダル-プ討論､ミニ 講 義 鴇ボディ- ⑳ワ-夕､全体;被験者内)の 望

要因分散分析を行なったところ､年度の主効果 (F晦,83》…3◎88夕顔 ｡05):セッションの主効

六 ::..二子､:三言･(･::-:‥･1:-;･I,/;.∴ 二二十 さて∵∴ ′∴ 三 二_':::三.IT=･,:..:..三:::L工 こ∴ ∴ 二tL:IH I:河 ､- ､:: 7 '-が.∴言71､癌 =,

た｡年度ごとにセッションの単純 主 効 果 の 検定と多重比較 (ライア ン 法 ) を 行ったところ､望005

年度で､ボディ- ⑳ワ- ク の 有 意 義 度 の み 有意に評定値が低かった｡また､セッションごとに

年度の単純主効果の検定 と 多 重 比 較 を 行 っ た ところ､ ミ ニ講義 の有意義度は､望鍼5年の方が

望00冒年より有意に評定値 が 高 か っ た ｡ こ の 結 果からもbボデ ィ- ◎ワ-夕の評価が高まってい

ることが示された｡

r:;.･==I.~
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AT

3

2

｡増員母
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-二-∵十-∵計上
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＼

さらに､閉 息の参加満足度についての由由記述を､｢魂一望◎本講座の満足度を規定する要因｣

で分類 した (且)院生牽教員からさまざまな意見牽考え方を聞くことができたということ (他者

との交流)勺(盟)大学教育の現状について知ることが出来たとい うこと､および勺(3)その他､

に基づいて年度ごとにまとめたものを図6-8に示す｡毎年度で､拍 )の割合が商いが､今年

度はとくに高かった｡これは鴨今年度はダル-プの構成を理系と文系で混合 したことによる効

果 と考えられる｡
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6･n おね ぎ射::I

本講座は､京都大学の大学院生が将来大学で教えるために､大学院生時代に自覚的に自分自

身を形成していくきっかけとなることをめざすという方向性を持ち､今年度はその 3回目とし

て実施された｡これまで同様に､わずか 且日というきわめて限られた時間の中で､複数の ｢グ

ループ討論｣̀｢ミニ講義｣｢ボディー ⑳ワーク｣｢全体討論｣といった計 8つのセッションから構

成された｡講座の最後に､｢総長名の修了証｣を授与した｡これは､教育業績の一環となるべく

履歴書等に書けるよう配慮されたものである｡さまざまな反省点や課題はありながらも､参加

した大学院生からは高い満足度 ◎有意義度を得ることができた｡最後に､今後に向けていくつ

かの点を指摘しておきたい｡

第 且に､理系と文系を混ぜたのは､たい-ん好評であった｡表 5や表 6を見ても､グループ

構成に言及した自由記述が多く､とりわけ､理系の大学院生にとっては文系の大学院生と､文

系の大学院生にとっては理系の大学院生と討論できたことにより､これまで自分がまったく考

えてもいなかったことを指摘されたり､考えを開くことができ､大いに刺激になったようであ

る｡来年度もこの方法がよいだろう｡

第 望に､参加者がまだ少ない点である｡毎年､定員 60人として募集 しているが､参加者は

多くて 30人強である｡京都大学全体の大学院生の数を考えると､30人強というのは少しさび

しい数といえるだろう｡この点については､参加費が 2,000円と大学院生にとっては少し高い

ことも影響があるかもしれない｡ま～た､これだけの額について自腹で参加する大学院生は､大

学教育に関して､もともと意欲や能力が高いとも考えられ､サンプルの偏 りも生じているかも

しれない｡すなわち､参加費という壁が､本当は本講座で研修を受けるべき院生ほど､参加 し

ない傾向を生み出しているともいえるだろう｡ただし､いたずらに参加者を増やすことが良い

事とは限らない点にも注意が必要である｡グル-プ討論を重点においた本講座のような取り組

みでは､あまりやる気がない人がグループに加わると､著しく議論が停滞することにもなりか

ねない｡むしろ､参加者が少数であっても､意欲のある学生たちであれば､その人たちが本講

座で得たことを自分の部局に持ち帰って､仲間に伝達するほうが効果的であろう｡そうした意

味で､グループ の構成人数を考えても､参加者は 30人～40人程度が実はもっとも望ましいと

ころといえるかもしれない｡いずれにせよ､｢相互研修型 野D｣の基本的な性格は､それぞれの

メンバ-の状況性や文脈性に彩られた部分での交錯にあるため､できるだけ多様な参加者があ

ってこそ､本講座の力が真に発揮できる｡本講座は来年度も継続する予定であるため､できる

だけ多様で多くの参加者を募るために､広報活動に改善の余地はまだあり､一般的な大学院生

が自発的に情報を得る機会を増やす方法を考える必要があるだろう｡

第 3に､内容面ではいささか自由度が高すぎる面があるかもしれない｡本講座は､具体的な

教育方法の研修プログラムではなく､｢大学教員になるとはどういうことか｣を考えるというよ

り基本的な問いを､コミュニケーションを体験しながら考え､感 じとることに意味があった｡

しかし､自発的に参加する大学院生の場合は良いが､一般的な大学院生に対しては､事例を提

示して､ディスカッションを促すといった方法も考えられるのではないだろうか｡たとえば､

あらかじめ予備調査で､困った場合などの経験を問い､さまざまな代表的 ⑳特殊事例を抽出す
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るわけである｡このような事例を提示 して議論するスタイルだと､且日のように時間が限られ

た場合でも有効かもしれないし､2 日以上に分かれた場合も､事例を検討することを宿題 とし

て与えられるかもしれない｡いずれにせよ､さらに多様な内容を用意することは有益であろう｡

この点で､｢授業デザイン入門｣､｢大学教授法入門上 ｢大学生の発達学習論｣の 3つで構成 され､

大学生の人格形成からシラバスの書き方まで､多様な トピックできわめて実践的な内容 となっ

ている名古屋大学の高等教育研究センターでの ｢大学教員準備プログラム｣の試みは､示唆的

なものであるといえるだろう｡

全体として有意義な研修であるが､さまざまな学問の理論的知見も取 り入れていくことで､

本講座はさらに良いもの- と発展できる可能性を秘めていると思われる｡今後は､考えられる

課題 ◎問題点について吟味 ⑳検討 し､より京都大学の教育に貢献 しうる活動 としていきたい｡

来年度は､さらに充実 した内容のものを用意する予定である｡
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:烹 事 案 三 二 7-Ir=去:-:i::-;豪華棄毒苧重--≡_:f='tI華でぎ雪奉 ミ モ _濾-ILL------=7

事芋L:.TシナI----‡

高等教育研究開発推進センター

このアンケー トは､本講座の実施と改善に役立てるために実施するものです｡記名式になっ

ていますが､上記の目的以外に使用することは決してありませんので､よろしくご回答のほどお

願い申し上げます｡

閣 丑 この講座のことをどのようにして知 りましたか? (あてはまるものの番号をすべて

○で囲んで下さい)

(丑 指導教員から ② その他の教員から ③ 友人から ④ 大学のMPで

⑤ センターの錯節で ⑥ 掲示板で ⑦ その他 (

間2 大学での教育経験はありますか?ある方は行っている年数もお答え下さい｡ (あて

はまるものの番号をすべて○で囲んで下さい)

(む なし ② TA (約 年) ③ 非常勤講師 (約 年)

問3 大学教員になることをどの程度希望 していますか｡ (あてはまるもの 且つに○をつ

けて下さい)

(手 強く希望 している ② 希望 している ③ まだ分からない

④ 特に希望 していない

霧薗亀霊園答 電ださ払亀
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ご協力ありがとうございました｡
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- 学生の多様な要求に応じることはできない(べきでもない)

- むしろ､<毎分の哲学とスタイルをもたないがために

学生の要求に対暗できないこと> が問題

(:,学 生 と 教 員 と屯 ズ LJ

⑳教育 申学習について対話する絶好の機会

ex)京大ボケゼミ(平竹潤:有機化学)

- 学期の中間に｢学生による授業評価｣(ea噂 ev紬 a紬n)

◎単 位 制度

⑳1単位-｢考5時間の学修を必要とする内容を

もって構成する｣

⑳実 際

⑳講義:半期で望単位

-参制度通りなら90時間?萱

実際は最大限で15=ヨ苛(22.5時 間 )

凸
このギャップは?
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⑳ 東 学 教 育 鈎 課 題 は 8?

轡学生を三 つの関係 取 作り事 へ と育てていくこ

⑳対象健界との関係

◎他者とのネットワ-タ

o自分自身のアイデンティティや将来への見通し

垂 二重 皇軍 童 三重 草 書 主 義

･も璃 1-L一･･･号-lq畏 望

感
噂

●
●
If3･･%

●
●
●
懸
僚

●
●
●
●
塊*
噂

⑳ 消 費 者 顔 嚢 ヲ 署 -

L｡ 学 生 は ､塾 _塞_豊二 藍 基 を 選 択 し､,購 入 す る 適 意畳(あ
る い は 顧客)

⑳東学はもそ碍二-窯を把握 L Cも 顧 客 満足度を高める
ような教育を提供しなければな らない

O授業という商品の説明書および契約書としてシ･ラバ遇
が機能する

⑳ 顧客満足度を測るためにも
施 する

I;-iT_;I-3<i-. も う こ--- -i,::-.-i:夢二i_I_,S真幸 ‡≡ァ =-;

o 製 品 メ タ プ ア -----.

L9 原 材 料 とL/C入学 してきた学 生 は∴東学教 育 によ..3

て 加 工され ､付加価値 をつけt{=社会 に送 り出され る

⑳ そ の製 品◎ 品質保証 もある摘 ま製 品を作 り出すた

めの教 育プE3グラムの 品質保 証 が必要 になる

e)()JABEE(日本技術者教育認定機構)

⑬ 製 品 メ タEi=J'予･f-･･弓孟適 切 か 管
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●†:n惑Ll
滞､囁.(
(鞄･

L8 ア -- Ej r-.- ロエ タ ス ポ - ぎ ヤ-(ea吋 eJt.gPOSL.!Fle)

⑳ 主 に 医 学 教 育

⑳ 見 学 初 期 に 臨 床 ◎場で体験実習

⑳ 創 成 科 目

⑳ 豊 学 教 育

⑳ 宅専門的な知識◎準備なkdQにも具体 的 な 目 標 ◎ は っ

きりした､しかし覇が 多樺 に存在するよ うな 問 題 に 学

生を直面させること〉を通 じて学ばせる

ex)卵落とし(名苗尾大)

- ニIS:ニー



辛 ,- 夢二･十 =-II::L::-: ∴ _::;:;:Ii-_I--豪-:--∴

‥‥∴ ∴ ∴ ~:-:∴ ∴ -_- ∴ ~ _-∴ ∵ ∵ ~

I::.1∴ :"'･.,Ll･二:∵:..I:'∴V.:･､､‥ 工●;:･二､二:/

都市圏の工学部卒業者3051名にアン

ケート調査

二試菩N=･;:工-.lL･:.学時t:㌔∴熟十工執強㍉IL:･H㍉ミ:;:上∴:"i;.I:.tt･㌫･:∵∴二･∵工=･
に効果を卑見てら包なら淘

r.iii･'･;㌍j:.･l∴よ葦等::i.塞:i:i_･･言.'~●r"ド:.忘誉滞 ∴肯､'.::::‥;.l･1書.I;:I.三:{…L:a::∴∴千･.I■､∵圭

規定する

匿結果3還第2鈎効果は東学時代に熟 5弘に勉強に取り組鎧だ

工'=-i.更.･号尊堂1∴一∴き･｡

i:･:I-･∴-ざさ息 宣 吾 餌 言i3::5'.=止,/::.:,i:･Ii-∴.iJ.;.'l::Fご̂t言

W 夢~桓 ::i::好 ≡ =腰 ,.i ;薫 斑
.∴▲∴!H+∵※+W ..★.+++++:.i.:H.∴;S

:l:辛

改善型 開発型 開発型

::".../ 講義型 講義塾 学生主導型

+::: 'く/.k.I:.:.../差 受動的学習者 能動的学習者 能動的学習者

謂 無 育 育
也 (I 一望fl

一ヽ㌧. ･昌し 戸の ･小レポートを定期的に課す･紙メディアを用いたハイパーカードの作成･大福帳.何でも帳･質問書 .授業通信･授業リフレクションシート ･子生参画型授業･KKJ実践tブシュケ.ネット･相互集団教育力･cscL環境

やスピード)午 .板書の仕方
a 冥 甘コンピュータやネット

･'::'?き;ヌ ワーク,パワー:+:斗:. ポイントなどのメディア利用呈 廿薬物やモデルによる提示 など
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ロ 浦坂純子(同志社大学社会学部)の分析結果
3.大学入試で｢数学｣を受験した学生は､

｢大学教育において高むも学業威鰻をあげていた｣
｢生涯所得が､年収で100万円ほどの差が出る｣

rより高い職位に爵遮｣
r転職時でも､収風面におらもて有利な条件に恵まれて
いる｣

監浦坂解釈3数学を学習することで､論理的恩密教をは

じめとする働く息での有岡な能力が養われ､
キャリア形成の選択肢が広がりを見せるのでは
ないか｡

監凍土解釈ヨ問題解決能力畢忍耐強い学習劫などjPhbの効

果もあるのではないか?

劫東泉(先行世代)と若者と釣知識回技能め関係

ヨ欧米にr追いつき追い越せ｣め近代化鈎終鷺を頂980年代初

頭に向かえた田本に課せられている問』も鴨翰鈍足な応答

を急速な近代化めっけ

着払淘てこなじ鳥教員､学生(級)の意識釣変革
定着した｢技術立国も経済東国田本｣観へ碍警鐘

鷲:iSl.-;7_:註な学習者(:-={=:I;汁.三≦rS･=.Tr.eT)､そ･T/;-=め.T::テラト-

lT､･三.;･二･:..,I:I:,,.:十･:こ̀･{,J一:.lf,十号:‥さ.I:T豆∵一一:.∫

□ 浦 坂 純子(同志社大学社会学部)の分析結果
4.大 学教育における学業成績は､

F所 得jr昇進｣｢転職状況｣
に 有意に影響を与えている｡
⇒ 大学時代の課外活動の経験華その実績などが､そ

れらに影響を及ぼしているという事案は長いだせない｡

テ 二 三 子 二 手 二 享 子

-1---三 二 壬 十p:モ 字 書 :_:I~-I---

∴∴二二一--_-1十 三 三 千::r_7･t二 ~r rT=I-:二 ~

ざ言,ご･!･:::･{:了き十 ごご:r,質(..:I:..::†芋 ゴ予.fこなrL･,:,I

ヨリーダーシップ -

妻妾強制力

薫蔓育成力

妻…洋 一ムワーク

妻妾……当達成指向性

対イニシアティブ
./V

-

童潟フレキシビリティ 拍 セルフコントロール

監出典3/j､方直幸(2002)｢職業的レリバンス研究における大学教育｣『広島

大学大学院教育学研究科紀要,第3部,51,407-413.

豹 tSSf,,.n';::I･l':唇 .:::三∴.3.聖I::̂･.(..:?i享蜜豆諒恕 茄.壷
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Ⅲ ある学生のコメント

ureの学校卒が身につけている能力や､大学卒と高卒の違いの所

で自分の高校時代を思い出した｡入学した時に､私の高校の先生
方はロをそろえて

｢うち.S烹:;I,rL'Siぎ-:I:-:テストで:,:irL･ポー トでもたくさん:･1-::.Tr;I,･せ 号｣

とおっしゃっていたが､私にとっては当たり前のことで(あまり書かな
い授業などなかったので)どうしてこのようなことが言われるのだろう
と思った｡
しかし､大学に入って実験のみならず専門､教養の授業でレポード
が出て､まわりの友達が､高校時代あ蒙り考えたり調べたりして普く
ということをしてこなかったと知った｡こうした毎日の教育の棲み重ね
というのはこうも威力があって､自分の生き方や習慣に影響のある
ことなのだと思った｡
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二二室重き

表 身につけている能力の程度とその学年変化

対話の能力(授業外) 2 .90 (0.83) 棄妻≡ 対話の髄索(授業外) 3,02(0.78) ⊥
専門外にわたる幅広い教養(授業) 2.68 (0.70) 専 門 外 にわたる幅広 い 教 養 (授 業 外 ) ま.射 (甘閥) 盈

専門外にわたる幅広もも教養(授 業 外 ) 望.6堵 (0.80) )喜喜喜+.≡+ 日 本 語 で の 冒 頭 と筆 記 に よ る コミュニ ケ -シ ∃ン 能 力 (没 業 熟 ) 望.冒5(0.冒8) A

日 本 語 で 命日頭と筆記によるヨ蓋且ニケ- 盟.53(0.79) 峯 専門分野で研究する た め 翰 基 礎 的 な 学 尭 望.73(0.65) A
シ ヨ ン 能 力 ( 授 業外) と技術(授業)

5 市 民 性 と 倫 理 的 責 任感(授業外) 2,卑9(0.87) 市民性と倫理的責任 感 (授 業 外 ) 2.72(0.88) ム

6 情 報 の 管 理 能 力 と 技 術(授業) 2.舶 (0.開) 軽 専門外にわたる幅広 』亀教 養 (授業) 2.7望(0,冒0)

7 専 門 分 野 で 研 究 す る ための基礎的な学索と 技 術 (授 業 ) 盟.鋼 (0.69) 情報碍管理能力と技 術 (授 業 外 ) 2.5冒(◎.83) Å

8 分 析 を 通 し で 碍 批 判 的 思考効(授業) 2.39(田.75) 垂ip喜;'妻 分析を通し竃釣批 判 的 思 考 尭 (授 業 ) 豊.5堵(◎諸5) 盈

9 外 商語 での E3頭 と筆記 によるコミュニケ- 2.33(0.冒9) 9 日本語での口頭 と筆 貰封ニよるコ告∴∴ケ- 2.堵8(軌8頂) Å
彰ヨン能 効 く授 業 ) シヨン能力(授業 )

10 日本語 での E3頭 と筆 記 によるコミュニケ-シヨン能 力 (授 業 ) 2.32(◎.77) 10 分析を通し首府 批 判 的 思 考 劫 (授 業 外 ) 2.堵8(0.78). A

M 専 門分 野で研究するため釣基礎的な学力 2.3瑠(0.83) m 専門館野で研究 す る た め の 基 礎 的 な 学 劾 2.趨3 (駿.8吊 云ゝ
と技 術 (授 業外 ) と技術(授業外)

12 情 報 の 管理 髄 索と技術(授業外) 2.31(0.77) 頂2 情報の管理能劫と 技 術 (授 業 ) 望.轟瑠(0.79)

頂3 分析を通 し等碍批判的思考力(授業外) 2.30(0.77) 頂3 将来の職業に専門 的 知 識 を 生 か す 応 済尭(授業) 2.3冒 (◎ ｡冒 0 ) 十

1尋 対話 釣髄 索 (授業) 2.2線(0.82) 14 将来碍職業に専門 的 知 識 を 生 か す 応 済劫(授業外) 盟.36(◎.85) 千

15 将来の職業に専門的知識を生かす応済 盟.23(0,73) 15 外国語での口頭と筆記によ る コ 等 ∴ ニケ- 2.28(◎｡85)
カ(授業) シヨン能jj(授業)

16 将来の職業に専門的知識を生かす応摘劫(授業外) 望｣了(甘丁9) 16 封言舌の能力(授業) 三言了牡的)

て7 市鹿性と倫理的責任感(授業) 宝.拍 (冒.潤) 17 市民性と倫理的責任感 (授業) 2○瑠6(軌76)

瑠8 外国語での口頭と筆記によるコミュニケ- 招9(0.78) 18 外国語で粛u頭と筆記仁よ量二言ユニケ- 十が姓的j 土
シヨン能力(軽業外) 彰ヨ沙髄索(授業外)

頂9 起業家精神(授業外) 工弓了(乱79) 19 起業家精神 (授業外) 頂.冒5(0.83)
乏◎ 起業家精神(授業) 頂.58(0.73) 20起業家精神(授業) 1.52(0.66)

(注 1)△は1年生と2年生の得点を t検定にかけて5%水準以上で有意差が見られた項 目である｡有意差が見

られた項目はすべて､ 1年生から2年生にかけて得点が上昇していたので ｢△ ｣ と表記 している｡

(注2)表は得点順位の高い順に並べ､中央得点 (望｡50)以上の順位をグレーに色づけしている｡

巨出典三

溝上慎一 (200冒)｡大学生が大学教育で身につける汎用的能力 (GemeTicS阪i且且s)の実証 的検討 ｡秦

由美子代表 平成 且6-且8年度科学研究費補助金研究基盤(盟)(⊥般)『大学にお ける学生 の質

に関する国際比較研究一教育の質保証 ⑳向上の観点から-』(課題番号 且冒330且6駐 中間報

告書｡野p ｡ 且 4 -望6｡(望00冒年 3月)｡
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~十 字 三三 二::二二二三:;:-.亨享≒室読三一111-lH:I-;キ丁‡三--I:f享1-,:::~干_テナーT-;:

芋三:-i/::三~二-:-I:----十一

京都大学 訂E3研究検討委員会

このアンケー ト結果は､来年度の改善資料として伺いますので､ご協力をよろしくお願い致

します.なお､結果がそれ以外の目的で周いられることはありませんし､個人情報が特定され

ることもありませんので､安心してお答え下さい｡

こ れ 以 下 の 設問に対 してタ もっともあてはまるもの番号に且つだけ○をつけタカッコ内

は 寝 癖 に 記 述 してください

間 且 本研修-の参加満足度は全般的にどのようなものですか｡

5秒非常に満足 している

2やあまり満足 していない

その理由をお書き下さい｡

4◎まあまあ満足 している 3Bどちらとも言えない

且｡まったく満足 していない
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問 2 下記の (i)～ (3)についてどの程度有意義であったか､お答え下さい｡

5｡非常に有意義だった 4｡まあまあ有意義だった 3｡どちらとも言 えない

望｡あまり有意義ではなかった 且｡まったく有意義で はなかった

(i)グル- プ 討 論 ◎ ⑳⑳⑳◎⑳⑳◎⑳⑳◎ ⑳ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ 5 魂 3 2 且

(2) ミ ニ 講 義 ⑳ ⑳⑳◎⑳◎⑳⑳⑳◎⑳⑳⑳◎◎⑳⑳◎⑳⑳⑳◎5 4 3 2 且

I:三l･.ボデ/:,･一一一･/-/･一･一:.･. 二 .L･･ ･･ ･ ､･ -士 卒 ニ :,I. ニー_

問3 今後に向けて 改 善 し た 方 が い い と思われる点がありましたらち由由にお書き下 さもヽ｡

ご協力ありがとうございました｡
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